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ＳＨＥＰＨＥＲＤ

これからを生き抜くための
畜産経営のお話し

（有）シェパード

中央家畜診療所

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

第5回目の今回は

中期とサシについてのお話です

ＳＨＥＰＨＥＲＤ
粗飼料とタンパク タンパクとカロリー ひたすらカロリー

牛さんの各部位の発達時期

組 織 月 齢
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ＳＨＥＰＨＥＲＤ

中期は筋間脂肪の発達がほぼ

終了しているので筋肉とサシの

第1段階を発達させる重要な時期です

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

サシは2段階で発達する！

サシの前駆細胞が増殖・文化する時期

→15～23ヶ月齢

増えたサシの細胞に脂肪を蓄積する時期

→23ヶ月齢～
ＳＨＥＰＨＥＲＤ

まずは筋肉の発達について
考えてみましょう
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ＳＨＥＰＨＥＲＤ

筋肉の発達に必要に必要な要件

1. 筋肉をとり囲む脂肪(筋間脂肪)を抑制する

2. タンパク質とそれを利用するためのカロリー
を補給する

3. タンパク同化ホルモンを分泌させる

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

1.筋肉をとり囲む脂肪
(筋間脂肪)を抑制する

• これは育成と前期の問題

• それらの時期にカロリー、特に油脂系の
カロリーを与えすぎると筋間脂肪が発達する

• 筋間脂肪が発達すると筋肉を圧迫して筋肉
の成長が阻害される

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

2．タンパク質とそれを利用するため
のカロリーを補給する

• タンパク質はもちろん大切

• しかし、そのタンパク質を筋肉として付着
させる(タンパク同化といいます）ためには
カロリーが必要→冬に牛が痩せる原因

• 良質なタンパク質とそれに見合うカロリー
のバランスが重要

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

3．タンパク同化ホルモンを分泌させる

• せっかくタンパク質(アミノ酸)を吸収しても、
筋肉に同化させるためのカロリーと
「タンパク同化ホルモン」がなければ
筋肉は発達しない

• タンパク同化ホルモンの分泌には、
ビタミンAやDが必要

• あとは適度の運動ができた方がよい

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

サシの発達に必要に必要な要件

1. サシは余分なエネルギーの貯蔵庫

2. だから先に発達する他の貯蔵庫(腹腔内脂肪
や筋間脂肪が多いとサシにまで余剰が回ら
ない）

3. サシの発達時期にとにかく食い込ませること

4. 後期に十分枯れること
(皮下脂肪が壊れて内部の脂肪がリンパなどで

長生きするサシの細胞に移動する)
ＳＨＥＰＨＥＲＤ

いまだにビタミン云々

言ってるヤツがいるよな !
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ＳＨＥＰＨＥＲＤ

学者の言うことより自分の目と

目の前の牛さんを信じるべきじゃない ? ビタミンＡ給与試験

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

• ビタミンAコントロールにメリットはあるのか？

• というわけで試験しました

• 一人の飼育担当者･同一牛舎･同一飼料で
導入月から出荷まで毎月1回 ビタミンA を
100万単位筋肉注射

• 結果はビタミンA投与群の方がBMSが良好 !

帯広畜産大学 口田教授に依頼し統計分析

帯広畜産大の口田教授に依頼して
きちんと統計処理してあります

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

意味なんか分からなくていいか
ら(僕も実際解ってないｗ)
とにかくその道では有名な教
授に統計分析してもらったの！

帯広畜産大の口田教授に依頼して
きちんと統計処理してあります

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

ＳＨＥＰＨＥＲＤ出荷体重912ｋｇ ロース79 バラ8.1 BMS7のA4

骨軟症・クル病だって適切に処置すれば

ＳＨＥＰＨＥＲＤ出荷体重912ｋｇ ロース79 バラ8.1 BMS7のA4

骨軟症・クル病だって適切に処置すれば
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ＳＨＥＰＨＥＲＤ

出荷体重1ｔ60ｋｇ 枝重700kg
ロース70 バラ9.3 BMS10のA5

この子も肩が開いて15万円で購入した牛

これならどうだ !

ＳＨＥＰＨＥＲＤ
この中国の雑種（和牛は入ってません）に
毎月120万単位のビタミンを投与しています

これならどうだ !

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

これならどうだ !

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

5, 今週はここまで !
お見逃し配信は、TELASAまたはHuLuで

（うっそでーす）


